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■抄録 
     現在の医療は「医師主導から患者主導の治療」にしていくべきだと⾔われている。 

本症例は、⾻格性反対咬合の患者に⾻切術と矯正治療、補綴により咬合再構成を⾏
ったものである。 

治療前に治療計画について、⼗分なインフォームドコンセントを⾏い、医術的正
当性及び医学的適応性を満たしていると考え着⼿した。 

しかし、処置に取り掛かった後に、治療⽅針決定の過程を思い返してみると、患
者が主張するタイプの⼈でなかったこともあり、⻭科医師主導で決まっていった
様に思われる。そのことが根本にあり、⻑期にわたる治療と外科処置のために、患
者の⼼⾝に⼤きな負担を与え、⼀時的に健康を損ねる結果を招いた。 

現在は、治療を終了し患者も満⾜しているが、対応次第では全く違う悪い結果も
あり得たかもしれない。 
 
 


